
「小河内」便り 第４３号 平成２８年９月 

特定非営利活動法人 小河内Ｏプロジェクト（理事長 安福孝昭） 

連絡所 〒731-1171 広島市安佐北区安佐町小河内４５７９－３ 

          安佐小河内集会所 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０８２－８３５－０８３１ 

ホームページＵＲＬ http://ogauchi.web.fc2.com/ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の彼岸を過ぎ、夜の時間が長くなります。目には見えませんが秋が近づいてきました。僅かな

風や雲の動きにも秋の気配を感じます。小河内の稲刈りは大方終わり、田んぼは半年間お休みです。

お疲れ様でした、そしてありがとう、と感謝の意を伝えたい。 

田んぼは日本人主食のお米の生産現場です。耕起や田植え、草取りなど人の力もありますが、お米

が出来るのは太陽や温度、水、土壌微生物など自然の力です。環境はありがたいですね。 
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第４回、田舎暮らし体験塾、９月１７日（土） 

午前中はダイコンの種まき、白菜の定植、稲刈りを体験、午後は分科会（空き家改修、環

境・景観、特産品づくり）を行い塾生２１名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手刈り後、コンバインで脱穀           トラクターで耕起をする塾生 
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マルチを張った後、白菜を定植        塾生、スタッフで集合写真 

活動拠点整備  

空き家（小田邸）を改修し塾生の活動拠点に、塾生が手作りで行っています。 

１０月末の大方の完成を目指して改修中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        床下を補強            畳の部屋とフローリングをした部屋 

塾生から移住者第１号が誕生 

８月、塾生が本郷集落の空き家（写真は右）に移住 

第１号が誕生した。買い物など多少不便なこともあるが、 

天の川が見え夜の星空がきれい、との感想。 

他にも、空き家の希望者が数名あり今後移住や事業者 

進出が期待されます。 

新しい塾生が入塾されました 

９月、市内の男性（大学職員）が入塾、１７日のカリキュラムから参加されました。これ

で第２期塾生は２９名になりました。同氏は、入塾の動機や思いについて、次のように述

べておられます。５年ほど前、当法人が、重点研究事（地域課題解決研究）に応募した時

より、当法人の活動に関心を持ち、個人的な希望で応募。広島県の中山間地域は、今どこ

も深刻な課題に直面しており、農業等の指導をいただきながら、地域の活性化、反転の糸

口を見出すべく、勉強させていただきたいと考えている。農業経験は全くないが、特に米

づくりに関心があり、来シーズンには、田植えから稲刈りまで全過程に接して、お手伝い

させていただければと願っている、とのことです。そして今季限りではなく、長いおつき

あいとなることを希望いたします、とのことです。 

塾生の民様、スタッフの皆様、歓迎しましよう。よろしくお願い致します。 



小河内情報 

・小河内どんどん夏祭り 

小河内夏祭が８月１３日、元小河内小学校グラウンドで行われ、内外から約３００人が参

加、普段人気のない元小河内小学校は大いに賑わいました。 

 

 

 

 

 

 

 

      主催者、来賓挨拶          旧校舎が見守る中、盆踊りの参加者 

・敬老会 

９月１８日、小河内地区敬老会が元小河内小学校体育館で行われ、７５歳以上の招待者 

１５８名中７５人が参加、美味しいお弁当に神楽などを楽しんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶する鈴木自治会連合会長         アトラクションの神楽 

各種団体紹介 

団体名 会長、代表 団体名 会長、代表 

自治会連合会 鈴木師正 子供会育成会 寺本佳史 

コミュニテイ推進協議会 同 消防団小河内分団 大本一則 

社会福祉協議会 中川徹也 商工会小河内支部 沖川 忠 

女性会 下本静恵 交通安全協会小河内支部 鈴木師正 

寿永会 生田忠男 ＮＰＯ法人小河内Ｏプロジェクト 安福孝昭 

公衆衛生推進協議会 紙田春樹 うしずの会 岡田和子 

体育協会 前寺哲信 シニアクラブ 渡辺稔彦 

青年団 湯月真生 飯室学区青少年健全育成協議会 

（小河内地区）  

理事※ 

迫田 勲 

※青少年健全育成協議会は小学校区が単位のため飯室と合併、小河内は理事となった 



白島商店会と白島小学校の稲刈り終わりました。 

白島商店会と白島小学校の稲刈りは台風や雨で心配されていましたが、白島商店会９月２

５日、白島小学校は９月３０日それぞれ終わりました。 

編集後記 

台風襲来が大きく報道された９月半ばのある日、台風が来るまでにコンバインで刈り取る

ため倒伏した稲を起こしている８０代の男性の姿を目にした。農家の跡取りは、代々受け

継いだ農地を守るため、春の田ごしらえから、田植え、水の見守り、暑い時期の草取り、

そして秋の稲刈りと一生懸命働いてきた。折角できた米を粗末にしては勿体ない、という

気持ちが伝わりその真摯な姿に感動した。日本の農業はこのような人に支えられている 

ように感じた。 

余禄 あの感動をもう一度！！ 

広島東洋カープ、セントラルリーグ優勝 

全国的に「赤ヘル旋風」を巻き起こしたカープは２５年振りにリーグ優勝した。 

ある学者が、優勝した年に優勝しなかった年に比べどれだけの経済効果が増加したか、を

試算した結果によると、今回の優勝による経済効果は広島県で約３３１億円余りだそうだ。

ある熱心なファンは５時間並んで真っ赤なＴシャツを買ったそうだ。 

カープフアンでない方には申し訳ありませんが、２５年振りの優勝に免じてお許し下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は何れも優勝した瞬間をテレビで放映されたものです。 


